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課題研究Q2

光科学
生命科学

材料科学

物理科学

From basic to application (基礎から応用まで)

Interdisciplinary (学際的)



課題研究Q2

新しい物理学領域の開拓
• 光をもちいて「物質を支配する物理法則」

 を解明する。

• 先端的な「新しい光」の発生とそれをもち
 いた物理計測をおこなう。

• 光照射によって生じる非日常的な非平衡状
 態の物性、非線形現象を明らかにする。

京大
 

光物性研究グループが目指していること
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光による物質を支配する物理法則の解明

半導体の光励起状態 絶縁体 金属
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光による物質を支配する物理法則の解明

ストレッサー

圧力

レーザー光
試料

D.P. Trauernicht et al. (1983)

励起子の拡散

N. Naka et al. Phys. Rev. B, 76 193202 (2007)

t=0-35 ns            70-420 ns          770-4300 ns

1 mm

励起子トラップ

N. Naka et al., Proceedings of ICPS26 (2002)

半導体中の電子正孔系

金属-絶縁体転移の外場制御

量子凝縮相の探索
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光による物質を支配する物理法則の解明

共振器量子電気力学：

微小共振器に閉じ込められた光と単一

 量子系の量子力学的な相互作用の研究

入力光
出力光

半導体微小ディスク共振器

光ファイバー

入力光 出力光

半導体量子ドット
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先端的な「新しい光」の発生とそれをもちいた物理計測

テラヘルツ波（THz wave)の発生と制御

水にsensitive →
 

生体分子の機能解明
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フェムト秒レーザー
から非線形光学効果を
もちいて発生
（光子の分裂過程）
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光誘起相転移現象

光照射によって生じる非日常的な非平衡状態
 の物性、非線形現象

Spin-crossover
Spin switch

EDO-TTF
Charge-transfer switch

光の照射により協力的な構造変化
 （連鎖的な状態変化）が起きる現象



Q2 「光物性」カリキュラム
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白井正伸
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１０月

 
３月上旬

研究テーマ決定

予備実験

論文作成
発表会

ゼミ: C. Klingshirn
Semiconductor Optics 
(Springer, 3rd edition)

本実験

研究テーマ：
• テラヘルツ分光
• 光誘起相転移
• 半導体の高密度励起現象
• 半導体の共振器電気力学
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最先端の光科学

物質の理解、相転移ダイナミクス、新物質探索、
 非線形光学、テラヘルツ光、光制御

一緒に研究しよう！！冷凍光線
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